
科目の目標

理解力 生活力 分析力 表現力 関心力 受容力 向上力

科目で育成する

資質・能力

現代の政治，経済，国際関係

に関わる諸資料を様々なメ

ディアを通して収集し，有用

な情報を適切に選択して，効

社会の変化や様々な立場，考え方

を踏まえ公正に判断して，その過

程や結果を様々な方法で適切に表

現できる。

現代の政治，経済，国際関係

に対する関心を高め，意欲的

に課題を追究することができ

る。

現代社会の問題を様々な

意見を受け入れ判断でき

る。

平和で民主的な社会生活の実

現と推進について客観的に考

察し、健全な批判力をもつ。

評価の観点

Ｂの規準

現代の政治，経済，国際関係

の課題を的確に理解し、適切

な表現ができている。

社会の変化や様々な立場の課

題を的確に理解し、適切な表

現ができている。

現代の政治，経済，国際関係

に対する関心を高め，課題を

考え表現できる。

評価の方法

定期考査

課題提出

ノート提出

定期考査

課題提出

ノート提出

定期考査

課題提出

ノート提出

定期考査

課題提出

教科書読み

株式ゲームの取組

ノート提出

卓上四季の書き写し

課題提出

ノート提出

卓上式書き写し

課題提出

ノート提出

卓上四季の書き写し

年間計画

単元 配当時数

現代の政治 8

日本国憲法と基本

的人権
8

日本の平和主義と

安全保障
8

現代日本の政治 8

国際政治と日本 7

現代経済の特質 7

現代日本の経済 7

国際経済と日本 7

備考

貿易と国際経済　貿易の意義と課題　国際収支の

仕組みと現状　為替相場の仕組みと意義　戦後の

国際経済　現代の国際経済機関　国際的な経済格

差に関する問題　地球環境問題　持続可能な開発

とエネルギー問題　地域的経済統合　国際経済に

おける日本の役割

【関心力・受容力・向上力】自由な貿易によって

貿易参加国すべてに利益があることを，比較生産

費説によって理解する。外国為替による決済につ

いて，基本的な仕組みを理解する。

国際経済に対する関心を高め，国際経済の特質を

意欲的に追究し，国際経済における日本の役割に

ついて客観的に考察+F16:I20しようとしている。

戦後日本経済のあゆみ 農業と食料問題公害・環境

問題　消費者問題　労働者の権利と労働組合の役

割　社会保障制度のあゆみ

【関心力・受容力・向上力】戦後復興からバブル

崩壊後の長期不況まで，各時期における具体的な

事象を通して，戦後日本経済のあゆみを理解す

る。

【知識・思考・判断・表現】現代日本経済の諸課

題について関心を高め，意欲的に追究し，効率性

と公正さなどの観点から経済の在り方と福祉の向

上について客観的に考察しようとしている。

　経済活動の意義　経済社会の変容と経済思想

三つの経済主体と経済の循環　価格と市場の役割

市場機構の限界　現代の企業　　経済成長と景気

変動　　政府の経済的役割　　日本財政の課題

貨幣の役割と金融　金融市場と金融政策

【関心力・受容力・向上力】競争的市場における

需要曲線・供給曲線の形状について，理解する。

現代企業の主要な形態である株式会社について，

組織としての特徴を理解する。

【知識・思考・判断・表現】市場の役割と限界，

物価や景気の変動，政府の経済的役割，金融など

について理解し，その知識を身に付けている。

日本の平和主義と自衛隊　日米安保条約と日本の

安全保障　現代日本の安全保障　　国会と立法過

程　　内閣　裁判所　司法への国民の参加　地方

自治　住民自治と地方分権

【関心力・理解力・向上力】日本国憲法第９条と

自衛隊との関係はどのように議論されてきたの

か、考える。

【知識・思考・判断・表現】日本国憲法の平和主

義，自衛隊，日米安保条約などについて理解し，

その知識を身に付けている。

国際社会の形成　　国際法の発達　国際連盟から

国際連合へ　国際連合の機能と活動　冷戦期の国

際政治　現代の国際政治　核兵器と軍縮のうごき

国際社会における日本の役割

【関心力・受容力・向上力】国際連合の集団安全

保障体制が効果的に機能してこなかったのはなぜ

か，考察する。国際連合の集団安全保障体制が効

果的に機能してこなかったのはなぜか，考える。

【知識・思考・判断・表現】現代の国際政治に関

する諸資料を様々なメディアを通して収集し，情

報を適切に選択して効果的に活用している。

行政権の拡大　政党政治と世論　　選挙制度と民

意　政治参加

【関心力・生活力・向上力】内閣はどのような組

織であり，どのような権限を持っているか，日本

国憲法の規定から理解さする。日本で裁判員制度

が導入されるようになった理由について，考察す

る。

【知識・思考・判断・表現】日本国憲法下の政治

機構，司法への国民参加，地方分権などについて

理解し，その知識を身に付けている。

日本国憲法の成立　日本国憲法の基本原理　自由

権的基本権　自由権的基本権　法の下の平等　社

会権と参政権・国務請求権　　人権の新しい展開

人権の国際的な展開

【関心力・理解力・向上力】第二次世界大戦に敗れＧＨＱの

占領統治下におかれた日本の政治状況について，理解する。

日本国憲法は基本的人権をどのようなものとして規定してい

るのか，考察できる。日本国憲法の「公共の福祉」とはどの

ような考え方か，なぜこの考え方が必要なのか，考察でき

る。

【知識・思考・判断・表現】憲法の基本原理，自

由権的基本権，法の下の平等，社会権と参政権・

国務請求権，新しい人権，人権の国際的保障など

について理解し，その知識を身に付けている。

現代社会に関する基本的な事柄の内容を的確に理解

し、適切な表現ができている。新聞やニュースにの内

容を理解し、感想を表現できる。

平和で民主的な社会生活の実現と推進について客観的に考察

し、健全な批判力で表現ができる。

学習内容 特に重視する資質・能力 評価の観点と規準

人間と政治　　人間と法　民主政治へのあゆみ

民主政治の基本原理　世界の政治体制　世界の政

治体制　日本国憲法の成立

【関心力・理解力・向上力】政治には強制力があ

ること，国家は一定の領域内において物理的な強

制力を合法的に独占していることを，理解さす

る。社会契約説を主張した思想家の考え方を理解

する。

【知識・思考・判断・表現】政治と国家，契約自

由の原則，社会契約説，法の支配，権力分立制，

議院内閣制，大統領制などについて理解し，その

知識を身に付けている。

現代社会に関する基本的な事柄や，本質及び動向を捉える基

本的な概念や理論を理解し，その知識を身に付けている。新

聞やニュースに関心を持ち理解できる。

令和４年度　シラバス　　　　教科【　　　公　民　　　　】　　科目【　　　　　政治経済　　　　　】

学校教育目標
知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力・人間性等


